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最
近
の
「
食
」
の
話
題　
（
そ
の
一
）

　

最
近
は
「
食
」
に
関
す
る
話
題
が
頗

る
豊
富
で
あ
る
。

　

内
容
を
見
る
に
、
ま
ず
は
「
食
の
安

全
･
安
心
」、
中
で
も
人
体
の
健
康
上
の

「
安
全
･
安
心
」
問
題
が
顕
著
で
あ
る
。

　

次
に
「
食
料
資
源
」
と
し
て
の
受
給

面
に
関
す
る
「
安
全
･
安
心
」
問
題
等

様
々
で
あ
る
。

　

以
前
、「
食
料
自
給
率
」
に
関
し
て
、

２
回
ほ
ど
記
述
す
る
機
会
を
得
た
が
、

今
回
は
、
人
体
の
健
康
上
の
「
安
全
･

安
心
」
問
題
に
触
れ
て
み
た
い
。

　

ご
く
最
近
の
話
題
と
し
て
は
、「
牛
肉

ミ
ン
チ
偽
装
」
事
件
が
世
間
を
賑
わ
し

た
。
人
体
に
対
す
る
実
害
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
恐
ろ
し
い

話
で
あ
る
。

　

今
回
、
過
去
に
実
際
に
発
生
し
た
食

品
公
害
・
食
品
被
害
事
件
の
代
表
的
な

事
例
に
つ
い
て
、
昭
和
30
年
か
ら
平
成

14
年
ま
で
振
り
返
っ
て
み
る
。

１
森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件

　

昭
和
30
年
に
発
覚
し
た
、
わ
が
国
の

食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
た
事
件
の
第
一

号
で
あ
る
。

　

森
永
乳
業
徳
島
工
場
が
製
造
し
た
缶

入
り
粉
ミ
ル
ク
（
代
用
乳
）「
森
永
ド
ラ

イ
ミ
ル
ク
」
の
添
加
物
・
第
二
燐
酸
ソ
ー

ダ
中
に
不
純
物
と
し
て
ヒ
素
が
含
ま
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
飲
ん
だ
乳
児
が
ヒ
素

中
毒
に
な
り
発
生
当
時
原
因
不
明
で
当

初
は
奇
病
扱
い
さ
れ
た
が
、
森
永
乳
業

製
の
粉
ミ
ル
ク
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　

当
時
ヒ
素
の
摂
取
に
よ
る
中
毒
症
状

（
神
経
障
害
、
臓
器
障
害
な
ど
）
が
出
た

被
害
者
の
数
は
、
１
２
、３
４
４
人
で
、

う
ち
死
亡
者
１
３
０
人
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

現
在
も
脳
性
麻
痺
、
知
的
発
達
障
害
、

て
ん
か
ん
、
脳
波
異
常
、
精
神
疾
患
等

の
重
複
障
害
等
に
苦
し
ん
で
い
る
。

２
水
俣
病
（
メ
チ
ル
水
銀
中
毒
）
事
件

　

昭
和
31
年
に
熊
本
県
水
俣
市
で
発
生

が
確
認
さ
れ
た
。

　

熊
本
県
水
俣
市
の
（
株
）
チ
ッ
ソ
が

製
造
し
て
い
た
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
つ

く
る
工
程
で
触
媒
と
し
て
用
い
た
水
銀

が
、
工
場
排
水
と
し
て
自
然
界
に
流
さ

れ
、
そ
れ
が
有
機
水
銀
（
メ
チ
ル
水
銀
）

と
な
り
、
生
物
濃
縮
で
高
濃
度
に
な
っ

た
魚
介
類
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
人
か
ら

発
症
し
た（
昭
和
31
年
頃
が
発
生
の
ピ
ー

ク
）。

　

ひ
ど
い
場
合
は
脳
を
冒
し
、
死
に
至

る
。

３
カ
ネ
ミ
油
症
事
件

　

我
が
国
有
数
の
食
品
公
害
事
件
の
一

つ
で
あ
る

　

昭
和
43
年
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
が
混
入

し
た
食
用
油
を
摂
取
し
た
人
々
に
障
害

等
が
発
生
し
、
主
と
し
て
福
岡
県
を
中

心
と
し
た
西
日
本
一
帯
の
健
康
被
害
事

件
で
あ
る
。

　

カ
ネ
ミ
倉
庫
で
作
ら
れ
た
食
用
油（
こ

め
油
）
に
熱
媒
体
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

が
混
入
し
、
そ
れ
を
摂
取
し
た
人
々
に
、

肌
の
異
常
、
頭
痛
、
肝
機
能
障
害
な
ど

を
引
き
起
こ
し
た
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
に
油
を
摂
取
し
た
患

者
か
ら
は
、
皮
膚
に
色
素
が
沈
着
し
た

状
態
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
。

　

母
乳
を
通
じ
て
皮
膚
が
黒
く
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の「
黒
い
赤
ち
ゃ
ん
」

は
全
国
に
衝
撃
を
与
え
、
事
件
の
象
徴

と
な
っ
た
。

４
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病　

　

岐
阜
県
の
三
井
金
属
工
業
の
神
岡
鉱

山
の
鉱
滓
か
ら
し
み
出
た
カ
ド
ミ
ウ
ム

　視　　点■　　　　

図1　メチル水銀の汚染経路
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　視　　点
が
、
神
通
川
下
流
の
水
田
を
汚
染
し
、

そ
こ
で
栽
培
さ
れ
た
米
を
食
べ
た
人
た

ち
か
ら
発
症
し
た
。

　

発
病
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
始

ま
る
が
、
政
府
が
原
因
を
認
め
た
の
は

昭
和
43
年
で
あ
る
。
カ
ド
ミ
ウ
ム
は
腎

臓
障
害
を
起
こ
し
、
そ
の
結
果
カ
ル
シ

ウ
ム
の
代
謝
に
異
常
を
き
た
し
、
骨
か

ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
奪
わ
れ
る
た
め
骨
が

も
ろ
く
な
る
。

　

重
症
に
な
る
と
簡
単
な
刺
激
、
例
え

ば
咳
を
し
た
だ
け
で
肋
骨
が
折
れ
た
り

す
る
。
そ
の
激
痛
の
た
め
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
と
い
う
病
名
に
な
っ
た
。

５
堺
市
・
Ｏ
１
５
７
集
団
食
中
毒
事
件

　

平
成
８
年
７
月
市
立
堺
病
院
か
ら「
下

痢
、
血
便
を
主
症
状
と
す
る
学
童
を
診

察
。」
と
の
通
報
が
堺
市
及
び
、
保
健
所

等
に
入
っ
た
。
堺
市
は
有
症
者
の
検
便

か
ら
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
を

検
出
、
こ
れ
を
原
因
菌
と
断
定
し
た
。

　

推
定
患
者
数
９
、５
０
０
人
、
患
者
の

中
か
ら
１
２
１
人
が
溶
血
性
尿
毒
症
症

候
群
（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
と
な
り
、
う
ち
３
人

が
死
亡
し
た
。

　

当
時
、
厚
生
省
は
「（
感
染
源
は
）
カ

イ
ワ
レ
ダ
イ
コ
ン
と
は
断
定
で
き
な
い

が
、
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」

と
発
表
し
大
分
話
題
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
同
年
５
月
岡

山
県
邑
久
町
に
お
い
て
、
Ｏ
１
５
７
に
よ

る
学
校
給
食
食
中
毒
が
発
生
し
て
、

４
６
８
人
が
発
症
、
う
ち
２
人
が
死
亡

し
た
が
、
原
因
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。

６
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件

　

平
成
12
年
６
月
、
近
畿
地
方
を
中
心

に
発
生
し
た
、
雪
印
乳
業
の
低
脂
肪
乳

に
よ
る
食
中
毒
事
件
で
、
認
定
者
数

１
３
、４
２
０
人
の
、
過
去
最
大
の
食
中

毒
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

原
因
は
、
大
阪
工
場
（
事
件
後
の
平

成
13
年
閉
鎖
）
で
生
産
さ
れ
た
低
脂
肪

乳
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
料
の
脱
脂
粉

乳
の
生
産
で
あ
る
北
海
道
の
大
樹
工
場

（
北
海
道
広
尾
郡
大
樹
町
）
で
停
電
が
発

生
し
、
病
原
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
毒

素
が
発
生
し
た
こ
と
が
原
因
と
推
定
さ

れ
た
。
な
お
、
同
時
に
大
阪
工
場
で
の

原
材
料
再
利
用
の
際
に
お
け
る
、
不
衛

生
面
も
発
覚
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

資
源
循
環
の
再
利
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
そ
の

も
の
に
対
す
る
問
題
も
提
起
さ
れ
る
形

と
な
っ
た
。

７
雪
印
食
品
牛
肉
偽
装
事
件

　

平
成
13
年
10
月
に
日
本
で
起
き
た
補

助
金
詐
取
事
件
で
、
平
成
12
年
～
14
年

に
発
覚
し
た
外
国
産
牛
肉
を
国
内
産
と

偽
っ
た
、
牛
肉
偽
装
事
件
の
最
初
の
事

件
で
あ
る
。
健
康
被
害
に
直
接
関
与
す

る
事
件
で
は
な
い
が
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
た
。

　

取
引
が
あ
っ
た
冷
蔵
会
社
西
宮
冷
蔵

に
よ
る
、
内
部
告
発
に
よ
っ
て
発
覚
し
、

グ
ル
ー
プ
の
解
体
・
再
編
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
西
宮
冷
蔵
は
一

時
は
廃
業
状
態
に
ま
で
陥
っ
た
が
、
そ

の
後
カ
ン
パ
を
募
る
な
ど
し
、
平
成
16

年
に
営
業
を
再
開
し
、
頑
張
っ
た
。

８
丸
紅
鶏
肉
偽
装
事
件

　

丸
紅
の
子
会
社
「
丸
紅
畜
産
」
の
東

北
営
業
所
が
平
成
13
年
秋
に
タ
イ
、
ブ

ラ
ジ
ル
産
の
鶏
肉
を
国
産
ブ
ラ
ン
ド

「
ネ
ッ
カ
チ
キ
ン
」
と
偽
装
し
て
販
売
し

た
。

　

実
際
は
、
系
列
会
社
だ
っ
た
食
肉
加

工
業
「
住
田
フ
ー
ズ
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
産

鶏
肉
約
８
ト
ン
を
「
国
産
」
と
書
か
れ

た
袋
に
詰
め
替
え
て
販
売
し
た
。�

��

住
田
フ
ー
ズ
は
「
丸
紅
畜
産
か
ら
偽
装

の
指
示
を
受
け
た
」
と
認
め
た
。

９
ユ
ア
サ
・
フ
ナ
シ
ョ
ク
米
産
地
偽
装

　

平
成
13
年
10
月
か
ら
14
年
２
月
に
か

け
て
出
荷
し
た
精
米
３
、２
１
５
ト
ン
に

産
地
表
示
違
反
し
た
。

　

同
社
の
「
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や
「
庄

内
は
え
ぬ
き
」
な
ど
計
21
銘
柄
。

　

表
示
と
は
産
地
の
違
う
コ
メ
や
別
の

品
種
を
混
ぜ
、
千
葉
県
内
の
大
手
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
出
荷
し
て
い
た
。�

　

同
社
の
米
穀
部
門
が
独
断
で
行
っ
た
。

10
日
本
ハ
ム
牛
肉
偽
装
事
件

　

平
成
13
年
10
月
～
11
月
に
か
け
「
Ｂ

Ｓ
Ｅ
対
策
」
か
ら
始
ま
っ
た
牛
肉
買
取

り
制
度
を
悪
用
し
た
も
の
だ
。

　

制
度
の
主
旨
は
未
検
査
の
牛
肉
を
市

場
か
ら
隔
離
、
牛
肉
の
信
頼
回
復
を
図

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
平
成
14
年
７
月
、

日
本
ハ
ム
の
子
会
社
「
日
本
フ
ー
ド
」
が

一
度
申
請
し
た
牛
肉
１・３
ト
ン
を
検
査

前
に
焼
却
し
た
こ
と
が
発
覚
し
、
買
取

り
を
申
請
し
た
牛
肉
に
輸
入
牛
肉
が
混

入
し
て
き
た
こ
と
も
認
め
た
。

　

以
上
、
平
成
13
年
～
14
年
に
か
け
、

な
ぜ
か
食
品
に
か
ん
す
る
偽
装
事
件
が

異
常
発
生
し
た
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

布
施
光
義
）
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